
【別紙１】
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※受注者の責において、週休２日が達成されなかった場合でも工事成績評定点の減点は行
わない。

４週６休以上の達成が確認できれば、工事成績採点の考査項目別運用表「工程管理A」及び
「工程管理B」の評価対象項目において評価

アンケート調査を行う場合は、工事完成後２週間以内に発注者に提出

受注者は、「週休２日」の実施希望の有無について、発注者と書面で協議する（希望無しの場
合は、そのまま通常施工）

受注者は、「週休２日」の実施を希望する場合、施工計画書の提出までに必要工期について
発注者と協議する。

発注者は、受注者から協議のあった必要工期について、「工期設定支援システム（山口県版
試行）」により妥当性が確認できれば工期延伸の変更契約締結

受注者は、週休２日を確保した計画工程表を施工計画書に添付して提出

受注者は、計画工程表に基づく「週休２日」の実施状況を確認できる毎月の実施工程表を提
出

発注者は、週休２日若しくは４週６休以上を達成できたと認められる場合に、所要の経費を補
正する設計変更を行う。

「週休２日モデル工事」の対象工事に該当することを確認

工事費積算

標準工期試算式又は積上法（山口県設計標準歩掛表【運用編】）により発注工事の工期を算
定

現場説明書に「週休２日モデル工事」対象工事であることを記載

工事発注

工事契約

「週休２日モデル工事」対象工事の発注から工事完成までの実施フロー
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工事工程表（参考様式）作成例 【別紙１】

工事名： 〇〇工事

令和　　　年度

受注者 準備工 ★

〇〇工

〇〇工

〇〇工

〇〇工

〇〇工

〇〇工

後片付け ★

発注者 関連工事 〇〇工事

借地

関係機関協議 4月～5月

支障物件（〇〇） 5月移設予定

8/13-8/15
12/28-1/3

注）本工事工程表は参考資料であるため、契約上の拘束力を生じるものではない。

　　工事目的物を完成するための一切の手段について受注者の責任において定めるのもとする。

4/10着手
30日間

2/28現場完了
20日間

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

夏季休暇、年末年始

備考主要工種等担当
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

地域の実状や自然

条件などを踏まえ適

宜設定

特記仕様書に

記載のある、

工程計画に影

響のある制約

条件について

は、全て記載

する。

全体工期を設定する上

で影響しない工種につ

いては、工程表に記載

しなくてもよい。

準備と後片付けは、工

程上見込んでいる期間

を明示する。

表は、行、列の追加な

ど適宜加工して用いる

こと。


